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はじめに

本報告書は平成3年10月14日から10月25日までコスタリカ国において実施した｢エレデ

ィア地区農村活性化環境整備計画+に関する海外農業開発事業事前調査の結果を取りま

とめたものである｡

本調査対象地であるエレディア地区は､コスタリカ国の中央盆地に位置し､国内にお

けるコーヒーおよび野菜の主要生産地である｡エレディア地区とその周辺地域一帯では,

近年､コーヒー豆の処理過程で発生する廃液や生活排水による河川の水質汚濁が深刻化

し､農業用水や生活用水の供給にも支障きたす状況にある｡また､同地区は市街化地域

が農村部と隣接して位置するため.下涜域の農業地帯では,乾期における農業用水の不足

が農業生産上の制限要因ともなっている.そのため､既に､コスタリカ国地下水･濯淑

排水庁(SENARA)によって澄渡施設整備計画の予備調査も実施されている｡このような

状況から, SEⅣARAとナショナル大学及びコーヒー居では､それぞれ濯赦施設整備ならび

に水質改善を主眼とする環境整備嘉を作成しエレデけ地肴における農村活性化事業への

取り組みを開始した｡

ADCA調査団は,開発計画の実施機関であるSEⅣARAと関係機関であるナショナル大学及

びコーヒー局(ICAFE)とともに現地踏査を行い､将来の事業計画策定のための検討･協

議を行った｡その結果､本開発計画は.同地区一帯の環境改善､農村開発及び農村振興な

どへの公益性が高いほか,中央高原地帯で類似した問題を持つ他の地域に対する開発モ

デルとしての波及効果も高いことが明かになった｡当該計画が早急に日本政府の開発調

査案件として実施されるとともに､将来事業化が計られコスタリカ国の発展に寄与する

ことを願うものである｡

最後に､本調査中に貴重なご意見ならびに御協力をいただいた在コスタリカ国日本大

使館の方々に対し謝意を表します｡

平成3年12月

ADCA海外農業開発事業事前調査団

(内外エンジニアリング株式会社)

前田 康男

増測 清
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1 . 調査の背景



1.塾査旦畳星

コスタリカの国家経済における農牧業部門は､国内総生産額から見ると､工業生産部

門より低いが､総輸出額に占める割合(61.4%. 1990年)と雇用機会に占める割合(農

業就業人口 28.2%, 1989年)から見ると極めて高い｡特に,農産物輸出のうちコスタリ

カ国の伝統的農産物であるバナナ及びコーヒーは総輸出額のそれぞれ､ 20%, 28%を占

め当国の外貨獲得に大きく貢献している｡

同国のコーヒー栽培は､中央高原地帯の標高800-1.600nの地帯に集中し､国内総生

産量の55%を占めている｡コーヒー栽培面積は, 19TO年に8､300baに達した後､一時停滞

していたが,近年､栽培面積の増加傾向がみられ1991年では, 115,000haに達している.

首都サンホセを中心とした中央高原地帯は,国内総人口の75%が集中しており､この

ような消費市場を背景に,コーヒー生産の他,食料農産物,野菜の主産地が古くから形

成されている｡調査対象地であるエレディア地区は､中央高原地帯における主要な農業

生産地として位置ずけられているが､近年の市街化の拡大とそれにともなう宅地化の進

展や､コーヒー処理プラントからの廃液,都市近郊工業地青からの工場廃液等により､

環境汚染が進み､濯淑用水蘇である河川の汚濁が深刻化している｡また,乾期の農業用

水の不足とあいまって､同地域の農業生産の拡大と農村振興上の阻害要因ともなってい

る｡

コスタ1)カ国政府は, 1990-94年の農牧業開発中斯計画のなかで,伝統的輸出農産品

(コーヒー､バナナ､砂糖､牛肉)の生産性向上､非伝続的農産品(野菜､果樹､花き

等)の生産拡大と輸出撮興及び主要食料農産物(米､トウモロコシ,フリホール豆等)

の自給度の向上を重要政策課題として掲げている｡本計画に沿って,高原地帯は,重点

施策地域と指定されている｡そのため,コスタリカ国政府は,エレディア地区とその周

辺地域におけるセダンド川､どリーヤ川及びアラフエラ川の水質改善を主眼とする環境

整備と澄渡施設整備計画の実施を促進している｡

このような背景から､本調査団は､将来､日本政府によるエレディア地区を対象とし

た､農村活性化のための環境整備事業及び農業開発事業の計画内容の検討,改善効果の

協議を目的として事前調査を実施した｡
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2
. 訂司重囲の概要



2.塾皇国色艶星

2. 1旦盈盈室生全量盛返盈

コスタリカは､中央アメT)カの南に位置し､北緯8'-11●､東径83●-86'の範囲にあ

る.国土総面積は､ 51,lob kn2で東西をカリブ海と太平洋にはさまれ,北をニカラグア

南をパナマと国境を接している｡国土中央には､グァナカステ,セントラル及びタラマ

ンカの山系が南北に走り､地形的には中央高原地帯､太平洋海岸地帯及びカリブ海岸地

帯の3つに区分されている｡

気候条件は地形､標高によって異なり､海岸地帯の熱帯性気候から中央高原地帯の温

帯性気候と変化に喜んでいる｡中央高原地帯,太平洋岸地帯では雨期と乾期の区別があ

るが､カリブ海岸地帯では雨期乾期の区別はない｡

このように変化に富む地形気候条件によって国内は7つの農業地域に区分され､それ

ぞれ特徴のある農業形態が形成されている.北部太平洋岸の稲､トウモロコシ､フT)ホ

ール豆､ソルガム､中南部太平洋岸の熱帯果樹,柑橘類､中央高原地帯のコーヒー､野
菜､南部大西洋岸のコーヒー(大部分はロブスター種)

､砂糖キビ､トウモロコシ､フ
()ホール豆､そして北部大西洋岸のバナナ,カカオ､熱帯果樹(マンゴー､パパイア)

牛肉となっている｡主要農産物の生産地はこれら地域の特性を活かした産地形成が進ん

でいる｡

コスタT)カ国の行政区分は､現在, 7県(Probincia)､ 81郡(canton)､ 428地区(Distr

icto)に分けられている｡さらに7県を6地方(Region)とする行政区分も確立されてお

り､アラフエラ県,エレディア県北部をHuertar Ⅳorte地方､サンホセ県､カルタゴ県

全域及びアラフエラ､エレディア県南部を続轄する Ceれtral地方､グアナカス県全域の

Chorotega地方､プンタアレナス県を2分別してPuntarenas地方及びBrunca地方とし

ている｡

1990年現在の総人口比296万人と推定されており､過去10年間の年平均人口増加率は

2.9% (19T5-84年)である.年齢別人口構成は､ 0-14才が36.4%､ 15-64才が5g.7

% (1984年人口センサス)となっている.都市部と農村部の人口分布はそれぞれ44.5%､

45.5%となっており､特に中央高原地帯には総人口の T5%が集中する.そのうち 首都

サンホセには総人口の40%が集中している｡
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-1 面穣及び人口

県名 面(kn2)積 人(人)ロ
へ^D/監2声

サンホセ 4,957.1 890.434 179.6

アラフエラ 9.T18.1 427,962 44.0

カルタゴ 3.031.1 271,671 89.6

エレディア 2.673.5 197,575 73.9

グァナカステ 10.199.6 195.208 19.1

プンタレナス ll.302.2 265.883 23.5

T)モン 9.218.4 168,076 18.2

全国 51.100.0 2,416.809 47.3

出所: 1984年センサス

前述したように,コスタリカの国家径済は農牧業に依存しており､同部門の国内絵生

産額(GDP)への寄与率は19.2 % (1990年)で､同部門の就労人口は全体の26引こ達して

いる｡また輸出総額(FOBへ一-ス)に占める農畜産物の割合は61.4%(1990年)であり､そのう

ち主な輸出産品はコーヒーと′ヾナナである｡最近では製造業及び農産加工業を中心とし

た工業化も進んでおり､鉱工業のGDP寄与率は22%(1990年)に達するまでとなっている｡

なおl人当りのGDPは1､862ドルと中米諸国では最も高い値を示している｡

2.2 国皇亀鑑土星蓋

コスタT)カにおける最近5年間(1986年-1990年)の主要な経済指標は下表に示すとお

りである｡

嘉一2 径済桔梗

1986年 1987年 1988年- i989年 1990年

GDP百万コロン 246,579.3 284.261.4 349.622.4 425.495.3

GDP成長率 5.5% 4.8% 3.4% 5.7% 3.1%

農業総生産成長率 4.8% 4.2Ⅹ 4.6% 5.5% 3.8%

消貴著物価上昇率 15.4% 16.4% 25.3% 10.0% 2T.3%

為替変動率 10.3% 1T.6% 14.T% 6.1%

失業率 5.4% 3.4% 3.1Ⅹ 2.9%

出所:苧晶??osECpeBir宇島9牲costaRica･ Seccion de Cuentas Nationales 1991年
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コスタリカの国家径済は､ 1981/82年に農産物国際価格の低迷,工業先進国の保護政策

などによりマイナス成長を記鐘したが, 1983年以降噸詞な成長を示している｡ これは､

政府の物価及び為替の安定化政策により､国内径済が安定化したことと製造業､国内加

工業等生産部門の成長がその大きな理由となっている｡

下表は,部門別輸出額の推移を示したものである｡

aiW

単位: 1Ⅹ103rル

1986年 1987年 1988年 1989年 1990年

コーヒー 391.922 334.460 316.361 286.208 176,572

′ヾナナ 216.T81 228.612 221,OT6 270.561 205.210

その他農畜産物 85,326 80.855 69.9T5 65,643 56,598

工業製品 309,972 384,603 454,642 559.582 375.432

農産加工品 116,552 129.791 183.618 221.880 160.900

出所: Banco Central de Costa Rica. Dept. Contabilidad Social. Seccion de

Blanza de Pagos.

注) 1990年度は8月31日までの集計値

総輸出額に占める農産物の割合は､ 65% (1986-gO年)に及び､なかでもコーヒーが

28%､バナナが20% (いずれも1986-90年)に達し､農産物の輸出は､コスタ1)カ国の

外貨獲得に大きく貢献している｡

2. 3 農芸生産迭艶と農芸藍畳

(1)農業生産状況

国内における主要農産物の栽培面積の推移を下表に示す｡
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義-4 主要作物栽培面積の推移

単位:×103 ba

作物 1985/86年 1986/87年 1987/88年 1988/89年

棉 72.3 60.3 40.1 45.1

トウモロコシ 65.9 T5.5 59.4 58.9

フ1)トル豆 41.3 56.5 48.5 48.4

コート 111.0 111.3 111.3 111.3

八一ナナ 20.0 22.0 21.0 22.0

砂糖キt' 45.0 46.0 43.0 40.3

油料作物 20.4 20.9 22.1 22.6

野菜 2.7 3.0 3.6 3.7

花弗 3.0 3.2 3.6 4.0

出所: SEPSA 1989

国内の総農用地面積は,国土面積の約60%に達する 3.1ETn2と推定されており､このう

ち森林及び牧草地が､約80%､コーヒー､バナナ等の永年作物の栽培面積が7%､そして

一年性の面肯がそれぞれ9.0%を占めている｡また､主要作物の生産量は､下表に示すと
おりである｡

真二旦__王墓企塾生重量旦廷畳

･単位:×100
ton

作物 1985/86 1986/87 1987/88 1988/89

稲 224.0 196.6 149.3

トウモロ)シ 114.5 119.3 93.8

7I)i-I豆 22.0 32.2 22.8

コート 524.3 806.1 796.4

11●ナナ 881.6 gil.5 I.026.T

砂糖キt' 2,484.2 2.357.2 2.479.5

油料作物 224.2 235.8 295.0

野菜 10.6 9.5 10.3

花弗 13.1

出所: SEPSA lg8g

注) 野菜:玉ねぎ
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国内では､地域ごとの気候およぴ地形条件により栽培作物の産地化が図られており､

食料作物である米､トウモロコシならびに､フリホール豆は太平洋岸及び南部大西洋岸

で栽培されている｡稲作は乾田直緒方式が主体であるため,降雨量の変動が栽培面積に

も影響をおよぼしている｡また,伝統的農産物の一つであるバナナは､中南部太平洋岸

及び北部大西洋岸に栽培されており､特に近年,北部大西洋岸での栽培面積が拡大して

いる｡コーヒーは南部大西洋岸の地域でも栽培されているが､アラビカ系優良品種は中

央高原地帯が主産地である｡ 野菜および花弗の栽培面積は他の作物と比較して少ない

が,中央高原地帯に集中しており近年､非伝統的農産物の輸出振興の対象作物としてそ

の重要度を増してきている｡

(2)農業政策

コスタT)カ政府は､ 1986年に国家農業開発長期計画として､全国を6地域に分け､それ

ぞれの地域特性を生かした農業生産の向上を目的として､ -LA AGRICULTURA DE CAMBIO'

(農業転換計画)を策定した｡本計画は基礎食糧の増産､伝統的農産物の生産性の向上､

非伝統的農産物の開発増産､小農の育成､農業部門での雇用桟会の創出､農業者の所得

の向上を目的とし, 1986年､ 1986-90年, 1990年以後の3段階の期間に分け開発計画の

実施を図ろうとするものである｡

新政権による農業開発計画は､未だ策定されていないが､上述の開発計画においては,

以下に示すように1990-94年間に､伝統的農産物(コーヒー､バナナ､砂糖キビ､牛肉

等)の生産性の向上,非伝続的農産物(野菜､果樹､花井)の生産拡大及び輸出在興､

基礎食糧(米､フリホール豆､トウモロコシ､牛乳)の自給度の向上を農業政策の骨子

としている｡

1)農業生産性の向上

-基礎食科白給体制の確立

一遍正技術の開発と生産者への技術移転

ー立地条件を生かした産地形成

ー農産物輸出振興のための生産構造の改善

一生産者に対する融資の拡大

一生産基盤(澄渡排水施設)の整備

一読通システムの改善

-農産加工業の振興

2)自然環境と調和のとれた農業開発の実施､生産性の維持

-土壌保全,水質改善､森林保護計画の実施

-森林の乱開発､河川の汚濁の防止､安全な食料の確保

ー農村都市計画(農業地域､市街地域の区割り)の策定
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-化学薬剤安全使用基準の徹底

一再濁されていない農業用水の確保

一生産者､民間企業への環境保護の徹底

3)非伝統的農産物輸出の振興

一遍正技術の開発,技術移転

一産地形成

一指導者の養成

一輪出振興のための優遇措置

一付加価値を高める加工業の振興

一国際市場の動向分析

一中米諸国間の連携の強化

4)小境模農家､農業労働者の所得増大､生活水準の向上

一遍正技術の指導の強化

一農民組織の育成

一融資拡大

一農村家内工業の振興

一流適システムの改善

一農民の雇用機会の創出

2.4 圧政塾盈

コスタリカ国(立憲共和制､国家元首:大鏡領)は､立法機関の国会(一院性,議員

定数57名)の他､大統領府､ 13省により中央政府が構成されている｡

農業関連の行政組織は,農牧省の外にSEPSA (農牧天然資源計画局)と農牧天然資源

等議会(農牧大臣の下に経済企画省大臣(次官)
､文化青年省大臣(次官) ､国家鋲行

組織､生産審議会､農業開発庁､公安庁､電力庁の長により構成される)が諮問機関と

して､農業行政に携わっている｡この他に独立機関として,国立銘行組織(国立銀行5

行)
､生産審議会(CNP)､組合振興庁(INFOCOOP)､農業開発庁(IDA)､大西洋岸地域径済

開発港湾管理委旦会(JAPDEVA),コ_-ヒ一局(1CAFE)､地下水濯淑排水庁(SEⅣARA)､バナ

ナ協会(CORBAⅣA)､タJ<コ委貞会(JUDETAB)､砂糖工業連盟(LAICA)､米局( OficiTla de

Arroz),農牧市場流通総合プログラム(P川A-CEⅣADA),農業災害基金(rondo Ⅳaconal de

Contigencias Agricolas)､農業保護プログラム(Programa de Seguro Agricola)､国立

銘行農業融資プロ■グラム,普及教育プログラムが農業開発支援を行っている｡なお,対

外援助案件は担当機関から径済企画省(削DEPLAN)を通t3て在コスタT)カ日本大使館へ

と正式要請される｡
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3.エレディア地 境整備計画

(Proyecto Modelo de Desarrollo Rural SosterLible en la Zona de ‡eredia)

3. 1証直旦畳量盈宣監産

前述したようにコスタリカ国におけるコーヒー生産は､国内の主要農産物であり､･か

つ重要な輸出農産物への地位を占める状況にある｡コーヒー栽培は､国内での生産地と

される中央盆地一帯において伝統的に栽培がおこなわれてきた｡特に､最近では,本地

域一帯で生産拡大が覇者であり,より一層の生産性向上対策が求められている｡

しかしながら,コーヒーの生産拡大が図られる一方で,中央盆地一帯の､農業生産地

及び農村部一帯では､次のような問題が発生している｡

①コーヒー生産のみならず農業生産の多様化(野菜､トウモロコシ,フリホール豆等)

傾向による農業用水の慢性的な不足｡

②農村部への市街地の進展と人口増加による生活雑排水及びコーヒーを主体とする農

産加工施設からの処理廃液甲河川流入を主因とする河川の水質汚濁｡

③その結果､生活用水のみならず､農業用水の供給と農村環境への影響の深刻化｡

現在､中央盆地のコーヒー栽培地帯全体で約20ケ所にコーヒー処理プラントが存在しコ

ーヒーの処守過程で発生する糖分を含んだ廃液の河川への直接投棄が上述した河川の水

質汚濁の最大の原因となっている｡さらにこのような水質汚濁は､食料生産､特に生鮮

野菜の栽培には消費者の衛生の面からも大きな問題となっており同国厚生省も真剣な取

り組みを検討中である｡また､中央盆地の西側低地では､乾期の河川水量の減少､澄淑

施設の老朽化のため食料作物の栽培から牧草地に転換される地域もあり､コスタリカ政

府の主要な農業政策である国民への安定的な食料供給ならびに非伝統的農産物(野菜､

花き)の生産拡大への障害となっている｡
＼

本計画の対象地区は､中央盆地東部に位置し地区内上流域には11ケ所のコーヒー処理プ

ラントがあり､さちに中流域にはアラフエラ(Alajuera)市､エレディア(Heredia)市

を包括し､中央盆地内でも河川汚満の進んだ地区として指摘されている｡また､下流域

の西側低地では農業用水確保のため, ｢地下水､濯概排水庁(SENARA) +により,小所

で既存の濯救施設の整備計画予備調査が実施されている｡
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3. 2 目 的

本計画の目的は､中央盆地のエレディア地区における河川の水質改善(コーヒー処理

廃液､生活維排水による水質汚濁の改善)
､農村部住民の簡易上水道施設の整備､農

業用アクセス道路の整備､澄渡施設の整備､農産物収穫後処理施設の整備を主体とする

農村活性化環境整備計画の策定である｡本計画の策定･実施は,農業生産の拡大を通じ

た､農家所得の向上､非伝統的農産物の生産拡大と輸出の振興ならびに農村部における

生活インフラの整備による農村地域の生活水準の改善,さらには,広範な中央盆地一帯

において類似した問題を有する他地域への開発モデルとしての形成を併せて指向してい

る｡

3. 3 星置盈週

計画対象地区は,中央盆地東側,首都サンホセから北東へ約30K7bのエレディア市を中

心とする地区でセントラル(Cordillera Central)山脈､ヒリーヤ川(Rio Virilla)及

びアラフエラ川(Rio Alajuela)に囲まれたエレディア県に位置し､ 7ラフエラ県の一部

地域も含まれる｡ ヒリーヤ及びアラフエラ両河川の流域による地域区分は次のとおりで

ある｡

上流域:セントラル山脈(Cordillera Central)とアラフエラ市､エレディア市､サン

トドミンゴ市､首都サンホセを結ぷ線で区切られる地区｡

中流域:アラフエラ市,エレディア市,サントドミンゴ市､首都サンホセを結ぷ線と

サンホセ､国際空港､サンアントニオを結ぷ線で区切られる地区｡

下流域:サンホセ､国際空港,サンアントニオを結ぶ線とどリーヤ川,アラフエラ川

の合流点に囲まれる地区｡

3. 4 鼓塵里星型塵旦塵呈

(1)自然条件

1)地形及び土壌

計画対象地区はセントラル山脈郡の一つであるパルバ火山(2.960m)東側斜面から発

するビI)-ヤ川とアラフエラ川に囲まれ､標高2.960mから500nに至る地域である.地形

的には,傾斜地帯が大部分を占めている｡土壌は､パルバ火山の影響をうけた黒ボク火

山灰土が大部分が一般的である｡
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2)気候条件

当計画地区内におけるフアン･サンタマリアならびにサンタ･ルシア両観測所におけ

る気象観測データは次のとおりである｡

(》フアン サンタマT)ア(Juan Santanaria)観測所

一位置:北緯10o
OO”

､一束径84o
13”

一標高:921n

-観測時期: 1980-1g87年平均値

-最高気温

一最低気温

一平均気温

一年降雨量

一相対湿度

: 28.1o c

: 18.2o c

: 22.2o c

: 19･67nn

: T4.3%

②サンタ ルシア(Samta Lucia)

一位置:北緯10'10'､真径如●oTI

エレディア､サンタ パルバラ(Santa Barbara)

一標高:標高1.200n

-観測期間: 1g82-1987年平均値

一最高気温

一最低気温

一平均気温

一年降水量

一相対湿度

: 24.7o c

: 15.4o c

: 20.2o c

: 1800mTA

: T5.0%

年間を通じての温度較格差は小さく､むしろ日較差の方が大きい｡年間降雨量の85%

(月平均2,800m)は､ 4-11月の雨期に集中し,乾期の月平均降雨は1l.51mにすぎないo

(2)社会径済及び農村インフラの現状

1)社会径済状況

本計画地区は､首都サンホセ郊外に位置し,地区中心のエレディア市まで30KTbの距離

にある都市近郊農業地帯である｡計画地区内には､アラフエラ市及びエレディア市が含
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まれ､首都サンホセを含め比較的大きな消費市場を背後に控えるなど立地条件に恵まれ

ている｡

計画地区は､エレディア県の4郡及びアラフエラ県の1郡により構成される.郡別の住

宅数､絵面穣､人口､人tj密度を下表に示すo

蓑-6.郡別面積,人口,人_EJ密度

部名 住宅戸数 面積(En2) 人口(人) 人口密度(人/En2)

フt)-レス 1,878 6.96 9,015 1.295

サンタ^'hl(ラ 3,549 53.21 16,643 3,843

八◆J川一 4.105 53.80 18.933 352

へ一け 2.419 ll.81 ll.993 1,015

サ'Jラフ†ル 4.955 40.08 22.933 476

7ラフエラ 28.813 388.75 127.472 326

合計 45.764 554.61 206.989

出所: Estudio Socioecononico Y su Relacion con el Nedio Anbiente.

La Cuenca de E主o Segundo.Universidad Nacional Heredia. 1991.

上表の各部を合わせた総人口は,約20T.000人であり､年齢構成は, 15才一50才が60%,

このうち20才一30才未満が36%である.

2)農村インフラの現状

計画地区での農業用水､飲料水供給施設､教育施設､道路等主な農村インフラの現状

は次のとおりである｡

a.港叔施設

既存の澄渡施設には老朽化､通水能力の低下がみられ､澄渡用水托の補修や拡張工事

が必要である｡計画地区内上流域では､永年作物のコーヒの樹間を利用して野菜の間作

が行われており,コーヒーの開花結実期､乾期の野菜栽培には港概が必要となる｡中下

滝域では､トウモロコシ､フリホール豆､牧草及び野菜が栽培されているが､乾期の水

不足は､営農上の障害となっている｡現在､ SENARAにより澄渡施設整備計画く帥所､約

700ha)の予備調査が行われているほか､帥所(280ha)で同様な計画が検討されている｡
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b,.医療施設

部市近郊の農業地帯であるためサンホセ市､エレディア市等の都市では､医療施設は

比較的整備されている｡農村部においても厚生省の保健所､健康相談所,赤十字による

診療所がそれぞれの都庁にあるが､人口敷から比較してみるとかならずしも十分と言え

る数ではない｡

c.教育施設

計画地区内における教育施設ほ､各部に小学校､中学校が置かれており､高等教育の

施設として教員養成学校1校､大学2校がある｡就学年齢の児童､学生の割合は7才から

14才が全体の13%となっているが学業終了者の割合は低い.就学児童,生徒全体のうち

小学校教育を終了しない児童は23.2%､中学校で15.2%に達しているo一方,大学教育

終了者は10.2%となっている｡コスタリカ国は､中米諸国でも教育に力を注いでいる国

の一つであり､高い就業率を誇っているが当地区での学業終了者の割合が低いのは､教

育施設や教員の不足が原因と考えられる｡

d.農道

計画地区内の主要幹線道路は舘装率も高く､維持管理の状況も良好である.また地方

都市と各郡を結ぷ道路も舘装されているが,山間地では､傾斜地であるため管理が不十

分で道路のいたみが激しい箇所が多い｡上流域ではコーヒーの搬出のための農道が発達

しているが,砂利舘装や土道であり,雨期の通行は不可能である｡下流域では､幹線道

路以外は砂利錨装であり､市場や地方都市へのアクセスが制限されている｡農道も上流

域と比較して未発達であり,しかも砂利道や土道であるため､雨期の通行は不可能であ

り農産物搬出の障害となっている｡

e.電力供給施設

地区内の電力はコスタリカ電力庁(ICE)により供給されており,農村部の一般農家

への電力の供給度は高い｡山間部では以前,小型ディーゼル発電機による農家への電力

供給が行われていたが近年､送電網が整備され電力供給事情は改善されている｡

f.その他生活関連施設

計画地区内の上下水道の普及率を見ると､上水道が89%,簡易トイレの普及率が83%

となっている｡中下流域の都市や農村部には薬剤処理された飲料水が供給されているが､
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上流域の農村部では河川から直接取水し薬剤による消毒もされない状態で各家庭に給水

されている｡簡易トイレの普及率は83%であるが､このうち浄化槽の普及率は71%であ

り､浄化槽をもたない割合は30%に達し､生活排水とともに河川へ直接投棄されるため

水質汚濁の原因の一つとなっている｡

g.農業関連施設

計画地区内には､ ll (セダンド川洗域に帥所)のコーヒー処理プラントがある｡ これ

らのコーヒー処理プラントは,処理､乾燥､販売までを一貫して行うシステムがとられ

生産者には販売後の代金が支払われる.プラントの処理能力は,普通30-40フ7ネガ(1

フ7ネガ-400 Lit.)であるが､セダンF川流域内には4,500ファネガ/日の処理能力を有

するコスタリカ最大の処理プラントがある｡中涜域には工業地帯に隣接して精米プラン

ト,鶏肉処理場､カントリーエレベーター等が存在する｡一方､下流域の野菜生産地で

は共同出荷,貯蔵等の施設はなく､生産物は地方都市やサンホセの市場に直接出荷され

ている｡

政府機関の農牧省(NAG)
､国家生産審議会(C肝)の出張所は各部にあり生産者に対

する技術指導や農業融資の斡旋等を行っている｡またコーヒー庁(ICAFE)の研究所､コ

スタT)カ大学農業試放場､ SENARAの事務所も当地区内に置かれている｡

(3)農業生産状況

1)土地利用状況

計画地区内の上流域に位置するサンタパルバラ､パルバ及びサンラフアエラ郡では､

コーヒー栽培､乾農(乳牛)が盛んである｡中流域においては､コーヒー栽培が主体で

あり､当該地域のコーヒー栽培面積は, 10ha以下が大半であるが｡また,本地域では高

原の冷涼な気候を生かした野菜(トマト､ピーマン,キュウリ)や輸出用の花が栽培さ

れている｡野菜栽培農家の径嘗規模は, 0.7ha-1.Ohaが大部分､コーヒー園内の間作に

栽培されている｡

下流域のベレン､アラフエラ郡では､野菜(トマト､玉ネギ､コリアンダー､ピーマ

ン､アスパラガス等) ,フリホール豆,トウモロコシ､砂糖キビが栽培され,肉牛の飼
育も盛んである｡この地区では､乾期に澄概水が不足するため一年性作物(野菜､フリ

ホール豆等)から牧草地への転換が進行している｡野菜栽培の径嘗規模では2.Oha以上の

農家は､ほとんどなく0.5ha-1.Ohaの競模の農家が50%以上を占めているo
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計画地区内における土地利用状況を下表に示す｡

表-7.土地利用状況

(単位 ba)

郡名 総面積 一年性作物 永年作物 牧草地 森林 その他

フローレス 798 17 688 93 0 0

サンタ八●帥一ラ4,781 79 1.946 2,049 672 80

八一ル八一 3.763 95 1.4T8 1,744 428 18

へ一レン TOO 146 258 26T 27 2

サンラフ†エー 2,860 T6 837 1.435 505 丁

7ラフエラ 3.552 948 1,380 1.109 53 62

‾出所:農業センサス1984

2)農業生産状況

当地区は標高差による栽培作物の垂直分布が明瞭であり､上流域では酪農とコーヒー,

下流域の野菜､食料作物(フリホール豆,トウモロコシ)
､果樹(柑橘類､マンゴー)

､

砂糖キビ,牧畜(肉牛)となっている｡一年性作物の栽培面積は､年度による変動があ

る｡

主要作物の平均収量は､‾下表のとおりである｡

表二旦+農生垣空包盟量

(単位 tom/ba)

作物名 平均収量(t/ha) 全国平均(t/ha)

コーヒー 45.0' 7.2

砂糖手ビ 70.0

トウモロコシ 4.5 I.T

フT)ホール豆 1.2 0.5

トマト 30.0

ピーマン 16.0

玉ネギ 25.0 16.0

キュウT) 15.0

出所; lnforme Prelininar del Proyecto Santiago Oeste
,SENARA

1991.SEPSA.

注) *のコーヒーの収量はファネガ(ADO lit.)
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コーヒーは通常10月-1月の期間に3-4回収種される｡コーヒーへの濯淑は､はとんど

必要ないが乾期の1月-3月には潅水が必要となる｡野菜栽培は､ 4月播種-9月収穫が作

期である｡近年､コーヒーの国際価格の低迷により小規模農家では､より径済性の高い

野菜や花の導入を試みる農家が増えている｡一方で大規模径宮コーヒー園による栽培面

積拡大の傾向が見られる｡

(4)農業.農村開発及び整備上の課題

計画地区の現状から農村活性化､環境整備上の制限要因を次の様に整理することがで

きる｡

1)環境改善

a.河川の水質汚濁

一水質汚轟の原因

当計画地区内の河川の水質汚海の原因としては次の点が指靖されている｡

①中上涜域でのコーヒー豆処理廃液､養豚場からの廃液､地域住民の生活雑排水､

廃棄物の河川への直接投棄｡

②中下涜域における農産加工施設からの処理水(ビール､払推､タバコ等)
,都市

廃棄物の河川への直接投棄

※ コーヒー豆処理廃液とは,コーヒーの果実を水浸､発酵させ果肉を除去し

羊皮と銘皮を脱穀する過程で大量に発生する廃液で,通常1ファネガ(400

1it.)の果実を処理するのに2000 lit.の水が必要とされる｡

b.農道,アクセス道路の未整備

パルバ火山東側のコーヒー栽培地帯には農産物搬出のための砂利舗装､士道の道路が

発達しているが､雨期の通行は不可能である｡またアスファルト舗装の道路の維持管理

も劣悪である.計画地区北東部のスルキ山(cerro surqui)西側斜面では､農道の整備

が未発達であり､農道整備に伴もなうコーヒー栽培面積拡大の可能性がある｡下流域で

の農道は大部分未整備であり都市近郊型農業発展の阻害要因となっている｡
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c.上下水道施設の不足

上涜域の大部分の家庭では,河川から直接取水し､薬剤処理もされず飲料水として供

給されているのが現状である｡また簡易トイレの浄化設備の普及率は､ 70%程度であり､

生活排水の直接投棄とあいまって,河川の水質汚濁の原因となっている｡さらに､生活

廃棄物の消却､埋設の施設はなく河川に直接投棄されている｡この様な現状から,農村

部における基礎的な生活関連インフラの整備は､安定した農業発展ならびに農村の活性

化には不可欠な要素とされている｡

2)農業開発

a.濯就施設の老朽化

既存の濯淑施設の老朽化,水路の通水能力の低下は､乾期帥月間の乾期における水不

足とあわせて下流域の農業開発の阻害要因となている｡このため,計画地区内ではすで

にSENARAによりサンタパル,<ラ濯蔽計画(114ha)
､サンボスコ濯淑計画(210haのうち

170haの澄渡)
､サンアントニオデベレン濯淑計画(2T5haのうち85haの濯淑) ,サンチ

アゴヂ オエステ澄渡計画(436haのうち100haの濯淑)の予備調査が実施されており､さ

らにアラフエラ郡ワシマ(Guacina)
､コヨル(Coyol) ,セバディーヤ(Sbadilla) ､ト

ルカレス(Torcares)で約260baの澄赦面積の拡大計画が検討されている｡本計画地区外

ではあるが､アラフエラ郡に隣接するポアス郡では､ポアシート(Poasito)濯淑計画で

911haの内319haの濯概も計画されており,当該地域の農業開発にとって濯淑施設の整備

は必要不可欠である｡

b.農業関連施設の不足

コーヒー処理プラント, ･精米､鶏肉処理プラント等の施設はあるが,野菜等農産物の
共同集荷､貯蔵の施設はなく農産物は直接市場へ出荷されている｡コスタリカ政府の農

業開発計画の重要課題の一つである非伝続的農産物(野菜､花き､果樹)の生産拡大,

輸出振興のためには農産物の乗出荷､貯蔵施設は不可欠である｡

3. 5 圭墓鼓塵旦盈藍

本開発計画の事業内容の概要は次のとおりである｡

(1)対象面積 :450 En2

(2)梓益人口 :20T.000人
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(3)環境整備事業

a.水質改善 :コーヒー廃液の処理施設の整備

排水基準(生活雑排水,工場排水)の策定

水質改善計画の策定

b.上水道施設整備 :簡易上水道施設の整備

c.生活廃棄物対策 :ゴミ処理施設(焼却､埋立)の整備

d.環境保護対策

(4)生産基盤整備事業

a.水源開発

b.生産インフラ整備

c.営農計画

:土地利用頒準(ゾーニング)の策定

:現存濯淑施設の整備,補修

新境港淑施設整備(用水確保)

澄渡計画の策定

:農道整備(簡易舗装､砂利舗装)

収穫後処理,乗出荷､貯蔵施設の整備

:営農計画(作物選定､生産計画)の策定

生産者組織の育成､強化

技術指導システムの強化

(5)維持管理用機材

車両(四輪駆動車,トラック) ‾

モーターグレーダー

ブルドーザー

バックホー

3. 6鼠査蛋.宝玉.主旦塵見

本計画では当初,セダンド川流域に重点をおいて事業を計画していたが,今回の調査

及び相手国桟関との協議の結果､対象地区を一部変更することとなった｡これは地域内

下流域の水源開発,港淑施設整備により農業生産の飛躍的正大を望める地域が､セダン
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ド川涜域以外にあること､また相手国実施機関のSENARAからの強い要請があったためで

あるo セグンド川流域ではすでにSE恥RAやナショナル大学により､澄渡施設整備計画､

セダンド川涜域環境改善計画の予備調査が実施されており､基礎データーも蓄積されて

いる.また､本計画の実施横関となるSENARAの開発局､技術局には日本において研修を

経験した十分なスタッフが定置されており､他の関係桟関であるコーヒー局及びナショ

ナル大学との協力体制も確立されている｡

1990年-1994年の農業開発計画の重要課題である伝統的農産物の生産性の向上､非伝

統的農産物の生産拡大､輸出振興､農業者の生活水準の向上にとって中央盆地の農業開

発は不可欠であり､本計画と国家計画との整合性も高い｡コスタリカ政府は､本開発計

画が当該地区の発展に寄与するのみならず､周辺地区に対するモデルプロジェクトとし

ての波及効果に高い期待を寄せており､これらの点を考慮し､本計画は高い優先度を持

つ裏件と判断することができる｡
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. 添付資料



4.虚血畳且

4.1調査日程及び面会

行 A
コ=

平成3年

10月14日(月) :或田発/以乃シ◆ェルス着

ロスアンリーエース発

10月15日(火) :サン拙著

日本大使館表敬

SENARAとの日程調整

10月16E] (水) : sENARAへの表敬

コート局

ナシ‡仙大学

10月17日(木) :現地調査

10月18日(金) :現地詞査

10月19日(土) : sENARAとの協議､現地調査

資料整守

10月20日(日) :現地調査

10月21日(月) : T/R案協議､資料整理

10月22日(火) : T/R菓協議

日本大使館報告

10月23日(水) : †ンit発/ロスアンシーェ#ス着

10月24日(木) : I)ス乃シ●エース発

10月25日(金) :成田着
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移動日

移動日

鮎川､花谷､石井書記官

Luis Diego Castillo (開発局長)

Sergio Salas Ariasく技術局長)

橋田幸雄専門家(JICA)

Jose Carlos Salas (総裁)

Edgar Zuniga NartirLeZ (副総裁)

Guillerno CaTLet Brenes (局長)

Virgimia Sancbez Molima (副学長)

Juana Maria Coto (化学研究室)

Narlen Duran Chavarria (同上)

けコ1A･大学関係者同行

SE村ARA関係者同行

Luis Diego Castillo

七夕●ント●川涜域周辺

セク●ント●川流域周辺

Luis Diego Castillo他2名

Luis Diego Castillo他2名

鮎川､石井書記官

移動

移動

移動



4. 2盤蓋.監艶

(1)社会･径済･環境

- lndicadores EconotBico del Sector Agropecuario SEPSA. 91

- CaTBara Ⅳacional de Agricultura y Agroindustria NAG. 90

- Programa lntegrado lnvestigacion - Extension Cuenca Rio Segundo.

Proyecto de Capacit･acion y Produccion en Base a Agricultura Sostenible.

Vniversidad Ⅳaeional Eeredia, 1990.

- Estudio SocioeconoⅦico y su Relacion con el Medio Anbiente:La Cuenca de

Rio Segundo, Universidad Nacional I壬eredia, 1991.

- Boletin Estadistico 1990. Consejo Nonetario Centroamericano.

-

Progralna de Eecuperacion de la Cuenca del Rio Segtmdo,Universidad

Ⅳacional Eeredia 19gl.

I Estudio Geografico
-

Turistico de la parte alta de la Cuenca del Rio

Segundo,Universidad Nacional leredia 1991.

- Linnologia del Rio Segundo.Costa Rica. InsuTDO Fundamental para la

Estrategia de su Recuperacion.Universidad Ⅳacional Heredia 1991.

- Variaciones en la Diversidad de la CoTBunidad 8entonica del SedimeTltO.

Un lndicador Biologico del Estado de ContaTbinacion de los Rios de la

Sub-Region de正eredia,Costa Rica.Univerdidad Nacional Ⅱeredia 198T.

(2)農業及び農業開発

ーPrograna
de Desarrollo Agropecuario 1990/94 SEPSA 1990.

- Principales Estadisticas sobre las Transacciones lnternacional de

Costa Rica. Banco Central de Costa Rica. 1989.

-

Datos Meteorologicos

- Estudio Prelinimar del SistetBa de Riego de Santa Barbara,San Bosco.

SEⅣARA 1990.

- Infome Prelininar del proyecto Santiago Oeste, Sam Antonio de BeleQ.

SENAtiA 1991.
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- Perfil Proyecto Poasito. SEⅣARA 1991.

3)地図

- Napa General de Costa Rica

- Atlas Didactico de Costa Rica

- Sam Jose 1/200.000. Instituto Geografico Nacional Costa Rica.

- Brba. Quesada, Poas.Guapiles.Naranjo, Carillo.Rio Grande,Abra. lstaru.

1/50,000. InstittJtO Geografico Nacional Costa Rica.
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4. 3塁塵主星星

I.上#L竣コーヒー栽培地区

I_
‾t

Lモー_--
=並⊥⊥

二1声
昌一葦立

2_ サンタJヾルパ溺,(:トレリヨ(Potrerillo)川､

セティヤル(Selillal)取水工

-23-



3,コーヒー廃液(民間コーヒー処理プラント)

車v1 1L7f

.ヽ

書

I;_～

4.アラフエラ川の状況(中流域.標高gOOTn)
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5･シヰエラス(Siqujeras)川取水工(Santiago Oeste液概計画地区)

L=･L-･･ ,”_

-+二二T
--1＋

?

●■l

■l▲■
‾

†J-'一宇

6･サンラフアユルーオホデアグア､下流域野菜生産地滞(玉ネギの菌床)
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エレディア地区農村活性化環境整備計画 T/氏 (秦)

(本 T/Rほ､調査団が作成し､コスタリカ政府｢地下水､澄渡排水庁+ (SENARA)

へ提出したものである｡ )
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REPUBuCA DE COSTA刑CA

TERMINO DE REFERENCIA

PROYECrO MODELO DE DESARROl⊥O RURAL SOSTENIBLE

EN LA CUENCA DEL RrO SEGUNDO (PROV. DE fIEREDLA)



Heredia, que es el area ob3eto de este proyecto, se caracteriza como centro de

producci6n del cafi, dicho producto desempe丘a un papel muy lmpOrtante en la

eco凸0皿1'a naclonal･ i:zleSta丘rea, ade皿孟s del cafg se cu肋azl hoTtaLizas, &l'jolesy
otros productosalimenticios que constituye unafuente de abastecimiento a la ciudad
de San Josi la capital.

EI Rilo Segundo se encuentrap derltrO del area, suministra el agua para uso agricola
asl'como el agua de consu皿O familiar. Sin embargo, en lo§ dltimos a五os se ha

venido desarrollando la contaminaci6n de las aguas de este rio, principalmente a

causa de lag aguas residuales procedentes de fas hstalaciones de proccsamiento del

cafi, innuenciando seriAmente el medioambiente de las zonas rurales y por lo cual

urge adoptar medidas para salvar esta situaci6n. Pot talmotivo, el Gobierno

a)starricellSe POT medio de SENAm piensa elaboTar un PrOyeCfo de rec叩eTaCi6rl
del medio ambiente de la島zonas de la cuenca del Rl'o SegLmdo yalmisz7)0 tiempo

estimular la agricultura y la economia rural, siendo necesario solicitar la

cooperaci6n ti皿ica del Gobiemo Japoz)es, coz7]O Se PreSenta蝕eSte docuBle7]tO･
′

1.

1･1･ Nombre del Proyecto

Proyecto Modelo de Desarrollo Rural Sostenible en Cuenca Ri'o Segundo

(ProvirlCiade Heredia)

1.2. Instituci6n Responsable

hs instituciones encargadas de la e]ecuci6n de este proyecto son･. el Servicio

Naciorlalde Aguas SL)bterraT)eaS,Riego y AvenamieT)tO (SENARA), el Ministerio

de Recursos Naturales, Universidad Nacional (UNA) y el lnstituto Nacional de Cafi

ONCAFE) que coopera ezl los estudios de campo y cole∝i6rl de datos rleCeSarios.

13･ IACalizaci6n del Proyecto

El孟rea del proyecto se localiza a uzla distancia aproximadamente 30 km.al

norte de la ciudad de San Jos6 en la provincia de Heredia, en la cuenca del Ri'o

Segundo (ve丘seel mapa de locali2:aCi6n).



1.4. Situaci血General del Area del Proyecto

(1)Ubicaci6n geogrSfica
/

h ctlenCa del Ri'o Segundo tiene una longitudde 17･6 km･; st1miⅩima

anchura es de 6･9 km y su mhlma de O･45 km･ Se encuentra a un altura

maxima de 2･800 m･s･n･m･, y a una altura皿血ima de 600 m･s･rl･m･ Se ubica

dentro de las00ordenadas geogr組cas 9● 56. 01''y lO● 071 47” 1atitud

norte 84'04t 3r'y 84. 16. 02.I 1oTlgitudoeste･ Comprende lag hojas

topogr組cas de Barva, Abra y Ri'o GTaZ)de a escala 1:50･000 editadas pot

el hlStituto GeograrlCO Nacional･ Esta cuenca se localiza en la§faldas de

la Cordillera Volcinica Chtral, especificamentealsur del Volcまn Barva,

donde el sistemafluvialcorresponde a la vertiente del Pacl'fico･ EI Ri'o

desemboca en la grancuenca del Ri'o Viri11a･ De acuerdo con la divisi6n

jun'dicay admit)istrativa, 1a cuenca pertenece a la Regi6n Cerltral･ b

mayor parte de su territorio correspor)de a la provincia de Heredia donde

cubre parcialmente los cantones Central de fleredia, Santa Bまrbara, Barva,

SanRafael, FIores y Belin, 1a parte restante de su territorio pertenece a la

provincia de Alajuela,espec壬ficamentealcant6n Ce血al, el area tiene

a∝eso uL7J'cameL)te POT V]'a teHeStreタCOD血dose con ca打e暮eTaS en bt)en

estado y transitables durante todo el a五o･

(2)Divisi6n territorialadministrativa

h cuerlCa del Rfo Seguhdo cubre unむea de 512･55 km2, aproximadamente

e1 92･09 %, es decif 472 km2, de istapertenecen a la provincia de Heredia,

en la que la cuenca comprende el distrito de Vara Blanca que per【enece aI

Cant6n Central, Chnt6n de BaⅣa y sus distritos: Sam Pedro, Sam Roque,

Santa hlC1'a y San Josi de la Morlta丘a･ bs distritos de Santa B丘rbara y

San Juan aba)'o son el aporte del cant6n de Santa B孟∫bara a la Cuenca･

(3) Caracterl'sticas clirn鉦icas de la cuenca

h cuenca del Ri'o Segundo est丘innuenciada por lo§vientosalisios que

provienen del Mar Caribe y del Oc6ano Pacl'fico; dependiendo de las

condiciones atmosfiricas van a predom享nar los vientos del Pacifico o del

G山be. I.as corldiciones se ven modi丘cadas pot una serie de factores

geograficos a mencionar como la altura, 1a disposici6n y colocaci6n de la§

cadenas rnonta五osas, ubicaci6n de la cuenca, entre otros. haltura m丘Ⅹirna

de la cueDCa eS de 2.800 m.s.rl.m. a eStaS attitudes es posible que se de

inversi6n de temperatura en donde los vientosalisios ]uegan un papel

importante ya que act血n sobre la variaci6n en la§ temperaturas y

pTeCipitaciones. 也 colocaci6n de la a)rdinera Volchica Ce止al en forma

trarlSVerSalsirve de barrcTa natLZral a que los viezltOS SeaZl detenidos en SLZ

totalidad, sino que suin皿uencia va a set menor. Un ejemplo espec1'fico es



la depresi6n del Desenga丘o al norte de la fila volc孟nica qtle Va desde el

Monte de la Cruz en San Rafael del Heredia y la depresi6n denominada EI

Gallito, en donde los vientos logran introduciTSe al area de la ctlenCa y

pueden generar precipitaciones st1periores a lo§ 4･000 mill'metros anuales

como prornedio. -En la parte media y baja de la cuenca se registran

precipitaciones de 2･000 hasta 4･000 mm･ como promedio anual, zona que

es considerada de precIPltaCiones medias･

(4) Geologl'a

tA CuenCa del Rio Segundo est急innuenciada por la actividad volcanica

representada por los edificios volcinicos del Volc孟n Barva e lrazd, en un

95% y 5%, respectivamente･ Bta actividad es una de las m孟s recientes

en nuestro pals y COrreSpOnde al pe血do Geo16gico del Cuatemario, hace
′

叩rQXinadameTlte tlTlmin6n de a邑os･ EI Eio Segundo hace su recorrido

sobre u皿a Serie de z7)ateriales volc血l'cos tales co皿0: )avas, tObas,

plrOClasticos, lo§cuales poseen ciertas caracten'sticas geo16gicas,que
hacen

de la cuenca una area de recarga acul'fera･ EI sectorin6erior de la cuerlCa

re血e condiciones geo16gicasquepermiten
la explotaci6n y concentraci6n

de ciertos pozos en producci6n, de ahl'la importancia de realizar un uso

adecuado del suelo, tanto en el campo agn'001a, ganaderoindustrial,

urbanl'stico y recreacional para evitar posibles co7ltami7)aCior)es que vaya7)

aalterar la calidad del agua y que la imposibiliten para el coLISumO

bumano.

(5)Geomorfologl'a

El area preset)ta una geomorfologl'a bastante variada, en ella se encuentran

materiales volc孟nicos y sedimentarios･ En la partealta de la cuenca, el Rio

Segundo ya sus tributarios transitan For terrenos con topografl'a irregular

y de pendientesfuertes? de ahi que se produzca la predominancia de la

erosi6n de rondo representada For saltos o pequeaas cataratas, este tipo de

formas se presentan dnicamente en areas monta五osas y corresponde a lo§

valles denominados Juveniles. Conforme el Ri'o SegLIndo se desplaza hacia

zonas de menoraltura, es capaz.de transportar materiales en su cause y

depositarlos como a00mulaciones aluviales y coluviales para00ntribuir a

forma la denominadas terrazas.

(6) Calidad del agua

Se presenta un cuadro resumen de los promedios de los par孟metros frsicos,

qulmlCaS ymicrobiologicos
durante las estaciorkeS SeCa y lluviosa del

pen'odo 1986-1987･ I･os puntos de muestras corresponden a 3 km de la

naciente (Punto 1), Getsemam'伊unto II),Barva (Punto III)y puente

cercano a las ccrvecen'as (Punto IV). En general, se nota un mercado



descenso en los valores de oxlgenO disuelto en la estaci6n seca confome
′

el rl'o se adentra en las areas m孟s pobladas; sobres todo se eviderlCia en el

punto Ill,como consecuencia de recibir los afluentes de los beneficios de

cafi ubicados en la zorla･, 1o que tambiin afecta a la demanda bioqtllmlCa

de oxlgenO que aumenta COnSiderablemente. Nitratos, fosfatos solubles y

totales, lnCrementanSuS Valores conforrne el n'o recibe descargas puntuales

perofundamentalmente no puntuales provenientes de los cultivos de los

alrededores. bs valores de coli払rmes fecales y totales, seincrementan de

una estaci6n a otra, 1o cuales preocupante pues muchas casas ubicadas en

laribera se abastecen de esta agua y en la parte inferior de la cuenca la

utilizan para rlegO de hortalizas y legurnbres.

(7)Principales contaminaTlteS del Rio Segundo

En la secci6n superior de la cuenca los prlnCipales contaminantes puntuales

del Ri'o y sus姐uentes son las aguas servidas, 1as aguas negras, aguas de

desecho de porquerizas, lechen'as, gran]as y aguas residuales del beneficio

de cafi･ Fuente no puntuales: 1os aportes de ユastierras cultivadas de lo§

alrededores. IAS areaSindustriales de la Ribera y Sam Rafael de Ojo de

Agua parte de su territorioincorporado a la cuenca･ En el caso de la

pnmera, de suelos predominantesAndosoles, de topografl'a plana o

suavemente ondula, de precipitaci6nanualde 2･400 mm y con uso agricola

(cafi,friJ'01de
soya) eindustrialdel espacio, se ubicannueve empresas

dedicadas a la producci6n de cigamillos,丘bras sintiticas, llantas, cajas de

car[6n, textiles, llantas, conservas alimenticias, conductores elictricas y

telef6nicos. No tratan sus anuentes o bien el tratamiento esinsuficiente. En

la zona de Sam Rafael predominan los suelos htosoles, es de topografl'a

plana o suavemente ondulada de precipitaci6n anualde 2･400 m血,

predominan actividades agropecuarias (ca五ade azdcar, maiz y pastos);alll'
se ubican cinco empresas dedicadas a la producci6n de pilas secas y

ensamblaje electr6nico, a la elaboraci6J) dealirneJ)tOS Para aVeS,al

-procesamiento de pollos, a la elaboraci6n de pieles y cueros, todas las

cuales producen afluentes que contaminan los n'os y quebradasalno recibir

tratamiento o serineficientemente tratados.

2.

2.1. ObjetivoGeneral

El objetivo
de este proyecto es el de TeSOIveT los slguiezlteS PTObleL7)aS:

(1)h contaminaci6n del agua cuya causa se debe a la anuencia de aguas

residuales pro任dentes de lasinstalaciones de procesamiento del caf芭･



(2) I^ escasez del agua para, uso agrl'cola･ del agua potable y de usos varios
durante la ipoca de sequla

(3) IA erOSi6n del
suelo･やundaciones,

etc･, durante la temp.orada de lluvias･

Almismo tiempo se plenSa fomentar la agriculttlra y meJOrar el ambiente

de vida mral en la§zonas que constituyen la cuenca de este rio.

2.2. ObjetivosEspecl'ficos

Les problemas actuales que obstaculizanel desarrollo agn'cola y el meJOramiento
del medio ambienterural, asl'como las metas que se desean alcanzar y las medidas
a adoptar en el area del proyecto, son la§que se explicana continuaci6n:

2･3･ Concepto B孟sico del Proyecto

'con el findel verificar los asuntos problematicos y de establecer las medidas

necesarias, prlmerO Se realizar孟n los estudios en la§zonas de la cuenca del Ri'o

Segundo para la elaboraci6n del Plan Maestro. EI Plan Maestro estudiar孟

minuciosamente estos problemas asl'como la§ metas de desarrollo, tambiin la§

medidas a adoptar y el orden.preferencialpara la realizaci6n del proyecto (de
acuerdo con el grado de urgencla y de e丘ciencia de los diversos asuntos o planes
de desarrollo).Seguidamente se realizaran los estudios de factibilidad en las zonas

de mayor prioridad y se evalua血1os aspectos ticnicos y econ6micos para su

jtzstificaci6n･Mediante estos estudios y considerando el ecosistema de las zorlaS de

la cuenca de este n'o se plenSa eStablecer un proyecto modelo de desarrollo agrl'cola

reglOnal y sostenible.

3.

El trabajoque debe realizar la compan1a COnSultora_incluye la preparaci6n de
■■ ′

1os estudios b孟sicos como topografl'a, Suelo, calidad de agua, hidrologl'a,

climatologl'a, agricultura, socio-econ6micol etC･Les ramOS PrlnCipales del estudio
son lo§slguientes:

A. Estudio de las a)ndiciones Naturales

a. Topografl'a Caracten'sticas topogr孟ficas, clasificaci6n de

pend ientes

b･ Me･teorologl'a Distribuci6n de lluvias, precipitaci6n, temperaturas,

insolaci6n, humedad, etc.



c･ HidTOlogl'a

d. Suelos

e. Geologl'a

CuerlCaS, Sistemas hl'dricos de los rl'os, Caudalmedio

anual, catldal en los a五os del sequla, COeficiente de

escurrimiento, probabilidad deinundaciones

Chracterl'sticas del suelo (calicata),fertibilidad del

suelo, conservaci6n del sueio, mapa dei sueio y de

clasificaci6n del suelo

Condiciones geo16gicas, mapas geo16gicos,
investigaciones a base de perforaciones y sondeos

f. Usodela

tierra Situaci6n de uso de la tierra, mapa de uso de la tierra,

Plan de uso de la tierra

B. Estudios de la§Condiciones Socioec6micas

- Divisi(;n administrativa
- bgresos
- Nivel de vida

- Distribuci6n de lasindustrias
- Sistema de distribuci6n ffsica
- Sistema de caminos
- Infraestructurarural

C. Estudio de las Condiciones Agn'colas

a. Fbrma de tenencia

de tie汀aS Distribuci6n de comunidades vdistribuci6n de
J

agricultores pot comurlidades

b･ Producci6n Agrl'cola Volumen de producci6n pot comunidades,

productividad, metodo del cultivo, metodo de

reforestaci血, etc.

c. Instalaciones

agn'colas De colecci6n/despacho de productos,
instalaciones de agroindustria, plan de

construcci6n delinstalaciones agn'colas



d. Super丘cie de

tierras cultivables

e. Organizaciones de

agricuュtores

f. Distribuci6n fl'sica

de lo§productores

Superficies actuales de tierras agn'colas y de

tierras cultivadas, tasa de aprovecbamiento de

tierras cultivables, plan deintroducci6n de

nuevos cultivos y plan de producci6n

agricola

Cboperativas,
porcentaje

de organizaci6n,

plan de organizaci6n de productores

Clases/sistemas de distribuci(in

cozneTCializacIOn, instalaciones, etc.
●

′

D. Estudio de las Condiciones de Equipamiento de Infraestructura

a. Instalaciones existentes :

b. bstalaciones de

rlegO y drena)e

?･ Caminos vecinales/

rurales

d. Da五os a causa de

las inundaciones

e. Organizaciones de

administraci6n y

mantenimiento de la§

instalaciones

f. Plan de construcci6n

Distribuci6n de lasinstalaciones, clase de

instalaciones, etc.

Sistema y distribuci6zl de L･iego y dTeZZa]e

Red de caminos

SuperFICie da丘ada, situaci6n de lo§da云osde

la§inundaciones

Situaci6n actual

Plan de00nstnl∝iones de equlpamientos de

infraestructura necesarios

E･ Estimaci6n de Costos para la Ejecuci6nde las Obras

F･払tudio sobre al Evaluaci6n del Proyecto

- Factibilidad econ6mica en la realizaci6n del proyecto
- Estimaci6n de bene丘cios y de efectos
- PlaL) de proyecto, etc.



4.

EI Gobierno Costarricense conceder孟Ias slguientes facilidades para la

realizaci6n del estudio de cooperaci6n t6cnica del Gobierno Japonis･

(1)Contraparte

Personalticnic6/experto en la§ diversas materias que correspondan al

personal del equipo de estudio ]'aponis.

(2) Choferes

Les necesarios para maneJ'ar los vehl'culos a utilizarse en el estudio

(3) 0丘cinas de trabajo

A la disposici6n del personal del equlPO de estudio ]aponis para los

estudios de campo

(4) Datos e infbrmaciones

Datos b孟sicos einformaciones necesarias para el estudio (estadl'sticasde lo§

diversos ramos, mapas topogr孟丘cos, fotografl'as a6reas, etc･)

5.

bmo proceso del estt)dio se propone lo slguiente:

Proceso

A五os

12345

1.EstudiodelPlanMaestro

2.Financiaci6n

3.Dise五oDetal1ado

4.Ejecuci6ndelasObras
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